
４．ＴＤＭ施策について

資料４

4.1 TDM施策実施箇所の状況報告
「国道55号 勝浦川橋北詰交差点」

4.2 TDM施策実施箇所の状況報告
「県道29号徳島環状線 末広大橋北詰交差点」

4.3 TDM施策の実施予定
「渋滞発生時間帯回避マップ」の更新
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○令和４年３月２１日に徳島南部自動車道（徳島JCT～徳島沖洲IC）が開通後、国道５５号勝浦川橋北詰交差点（北行き）において、交差点を右折し、
県道２１２号新浜勝浦線へアクセスする交通需要が高まり、右折交通が右折車線長を超えて滞留し、直進車の通行を阻害する混雑が発生。

〇国道５５号勝浦川橋北詰交差点（北行き）の右折交通需要抑制を目的とし、阿南市方面から徳島南部自動車道方面へアクセスする車両を対象とし
た、県道ルートから国道５５号ルートへの経路誘導（TDM施策）を促すための広報施策を令和６年１月２５日より実施中。

徳島県

国道５５号
勝浦川橋北詰交差点

出典：国土地理院・基盤地図情報を基に作成

主要渋滞箇所

４.１ ＴＤＭ施策実施箇所の状況報告「国道５５号 勝浦川橋北詰交差点」
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ビデオ調査（令和5年9月14日 8時台）

写真①：徳島南部自動車道開通後の交通状況

右折車線をはみ出しに起因する
直進阻害が発生

【徳島環状線】
末広大橋との直結道路開通

（令和3年度）
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国道55号 大野交差点（北行き）
ピンポイント渋滞対策（右折レーン延伸）

（令和6年1月末）

国道５５号勝浦川橋北詰交差点
（北行き）にて、経路誘導対策を
行い、国道ルートへ交通を誘導
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○阿南市方面から徳島津田IC方面へアクセスする際、国道５５号 勝浦川橋北詰交差点（北行き）を右折し、県道２１２号新浜勝浦線を利用しているド
ライバーに対して、国道５５号を直進し、国道５５号 大野交差点で右折するルートへの経路誘導（ＴＤＭ施策）を促すための広報施策を実施。

〇マスメディア（ラジオＣＭ・テレビＣＭ）やＳＮＳを活用したプッシュ型広報を実施するとともに、現地のドライバーに対して直接、国道ルート（交差点を
直進）への経路誘導を促すべく、案内看板（立て看板・経路案内看板）や路面標示の設置による経路誘導案内も実施。

４.１ ＴＤＭ施策実施箇所の状況報告「国道５５号 勝浦川橋北詰交差点」

≪広報施策実施メニュー≫

■ＳＮＳによる広報

■テレビＣＭ放送による広報

※出典︓四国放送HP

■ラジオＣＭ放送による広報

※出典︓FM徳島HP

ドライバーに直接経路誘導を促すべく
FMラジオのＣＭ放送を実施

マスメディアを活用した広報の実施

現地で直接国道ルートを案内

■案内看板や路面標示による広報

事前に国道ルートを案内

事前に国道ルートを案内
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実施期間：令和６年２月１日～令和６年２月２０日

実施期間：令和６年２月１日～令和６年３月３１日

ニュース特集としても放映
（令和6年1月25日）

勝浦川橋南詰交差点

勝浦川橋北詰交差点

至 鳴門市

至 阿南市

至 阿南市

至 鳴門市

至 鳴門市

至 阿南市

実施期間：令和６年１月２５日～実施期間：令和６年２月１日～

ＳＮＳや案内看板・路面標示による広報施策 引き続き実施中
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○国道５５号勝浦川橋北詰交差点（北行き）の右折交通需要抑制対策として、県道ルート（右折）から国道ルート（直進）への経路誘導対策（TDM施策）
を実施したことで、勝浦川橋北詰交差点の直進率や国道ルート利用率が増加するとともに、右折レーンはみ出しによる直進阻害回数も減少。

〇更には、国道５５号勝浦川橋北詰交差点（北行き）付近の旅行速度が向上した他、大野交差点への副作用（新たな渋滞）も発現していない状況。

４.１ ＴＤＭ施策実施箇所の状況報告「国道５５号 勝浦川橋北詰交差点」
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■経路転換・旅行速度状況（国道５５号北行き）
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出典：ETC2.0データプローブデータ 旅行速度・経路転換状況（平日：7～8時台、17～18時台）
対策前：令和5年12月、対策後：令和6年3月

出典：国土地理院・基盤地図情報を基に作成

対策前：令和５年１２月平日

対策後：令和６年３月平日
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【経路分析対象車両】
①勝浦川橋北詰交差点の
北行き流入部を通過する車両

【経路分析対象車両条件】
②新浜本町・津田本町地区へ
流入する車両

通過車両割合
１００％

■勝浦川橋北詰交差点 北行き流入部における交通状況
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〈右折レーンはみ出しによる直進阻害発生
信号サイクル回数〉

〈交差点直進率〉 〈交差点右折率〉

※信号サイクル数：対策前後とも、ピーク2時間あたり40サイクル

右折率が減少直進率が増加

右折車線のはみ出し回数が減少し
後続車両の通行阻害が緩和。

至
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至 徳島津田IC
撮影日：令和6年5月9日（17時台）

出典：交通状況調査 対策前：令和5年9月14日（木）
対策後：令和6年5月9日（木）

〈国道５５号大野交差点における右折率〉

経路誘導先のルートに該当する
大野交差点の右折需要が増加

※経路分析対象車両条件
：位置図内①・②に該当

【県道ルート】
通過車両割合
５０％⇒４８％
（２％減少）

【国道ルート】
通過車両割合
４２％⇒４９％
（７％増加）

県道利用率が減少し
国道利用率が増加

大野交差点への副作
用（新たな渋滞）も
発現していない状況

ピーク４時間において、総サイクル数
80サイクルのうち、直進阻害回数が
全40回から31回に減少（約２割減小）

前原交差点

敷地前交差点

大松町交差点

三軒屋橋南
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４.２ＴＤＭ施策実施箇所の状況報告「県道２９号徳島環状線末広大橋北詰交差点」

○県道２９号 徳島環状線のうち徳島東環状線（末広住吉工区）では、安宅二丁目の交差点から末広大橋までの間で高架橋整備を進めており、

末広大橋盛土部との接合のため、昨年１１月１３日から約３年間、末広大橋北詰交差点で東西方向の通過と全方向からの右折の規制を実施。

○広報活動等により迂回や時差出勤などの交通分散に関する継続的な呼びかけを実施した結果、交通分散が図られ、当該道路の円滑性の向上、

渋滞緩和が図られた。

至 阿波しらさぎ大橋

至 津田

写真①：交通状況(対策前)

撮影日：令和5年11月17日17時台
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末広大橋北詰交差点の通行規制末広大橋北詰交差点の通行規制

位置図位置図

旅行速度の変化（通行規制前～通行規制後５ヶ月経過）旅行速度の変化（通行規制前～通行規制後５ヶ月経過）

折込チラシ

状況（対策当初→現在）状況（対策当初→現在）

○通行規制前 ○南北片側１車線規制開始 ○現在（通行規制後５ヶ月経過）

プッシュ・プル型方式の周知による分散誘導プッシュ・プル型方式の周知による分散誘導

至 津田

至 阿波しらさぎ大橋

撮影日：令和6年6月26日18時台

写真②：交通状況(対策後)

②新聞折込チラシによる広報
商業施設へパース図掲載

③大型商業施設で
事業紹介イベント開催

①徳島東環状専用広報による
情報発信

完成パース図

北行き旅行速度
２０～３０ｋｍ/ｈ

規制による速度低下
旅行速度：１０～２０ｋｍ/ｈ

イベント会場の様子

出典：国土地理院・基盤地図情報を基に作成

出典：ETC2.0プローブデータ（令和5年6月平日） 出典：ETC2.0プローブデータ（令和5年9月平日） 出典：ETC2.0プローブデータ速報値（令和6年4月平日）

交通が分散し、渋滞緩和が図られた

令和5年6月
平日17～18時台

令和5年9月
平日17～18時台

令和6年4月
平日17～18時台

施策により速度上昇
旅行速度：２０～３０ｋｍ/ｈ
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４.３ＴＤＭ施策の実施予定「渋滞発生時間帯回避マップ」の更新

○徳島地区渋滞対策協議会では、平成２６年度に、当時の最新の交通データに基づき、平日・休日それぞれについて、渋滞が発生している時間帯と
区間を示し、その時間帯の通行自体を回避するよう促す「渋滞発生時間帯回避マップ」を作成している。

〇令和６年度に、渋滞発生時間帯回避マップの更新を図るとともに、道路利用者に対して、最新の渋滞発生状況について周知を行い、時差出勤や経
路変更の促進を呼びかけるTDM施策を実施予定。
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≪これまでの渋滞発生時間帯回避マップ≫


